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ぶ
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～地元農産物の魅力を発信～
　地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします。
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進！～

市内の農産物
直売所情報▶

問農林課　☎22-1253

直売所紹介「小原いきいき直売所」
　材木岩公園内にある農産物直売所は、季節ごとに開催され
る「検断屋敷まつり」に併せて、年４回限定営業しています。
　「春の検断屋敷まつり」では、和太鼓演奏や豪華景品が当
たる抽選会、直売所では、地元で育てた旬の野菜を取りそろ
え、皆さんのお越しをお待ちしています。
●日時　４月27日（日）10:00～12:00
問小原公民館　☎29-2031▲４月20日（日）から５月10日（土）まで、コイの

ぼりの吹き流しをお楽しみいただけます

大きな声で「火の用心！」
越河保育園「火の用心巡回」

　３月６日、越河保育園の園児11人が越河地
区を巡回し、「火の用心」を呼びかけました。
この行事は、春の火災予防運動に合わせて、地
域の方々に防火への意識を高めてもらおうと開
催。防火衣や法被を身にまとった園児たちは、
拍子木を打ち鳴らしながら、大きな声で「火の
用心！」と練り歩いていました。

仲間とともに門出を祝う
白石市手をつなぐ育成会「卒業を祝う会」

　３月16日、中央公民館で白石市手をつなぐ
育成会「卒業を祝う会」が開催されました。
　この日は、今春中学校を卒業し、支援学校に
進学する渡邉さんに巨泉会長から記念品を贈
呈。その後の交流会ではダンスや曲あてゲーム、
演奏会などが行われ、会場は参加者が一体とな
って、渡邉さんの門出を祝福しました。

▲卒業生の渡
わ た

邉
な べ

美
み

桜
お

さんに巨
こ

泉
いずみ

会長から記念品を贈呈

伝統文化の継承のために
弥治郎こけし村ミズキ植樹

　３月２日、開村30周年を記念し、「弥治郎こ
けし村ミズキ植樹」が行われました。この取り
組みは、こけしの原材料になる「ミズキ」の苗
木を植樹し、将来の材料として活用するととも
に、持続可能な森林環境の循環と伝統文化の継
承を図るため実施。参加者は「立派な木に育っ
てほしいです」と話してくれました。

▲拍子木を打ち鳴らしながら元気に巡回する園児たち

▲参加者みんなで記念撮影！　立派な木に育ちますように

未来につなぐ新たな桜
白石城本丸広場に桜を植樹

　３月13日、本年、白石城が復元から30周年
を迎えるのを記念して、白石市観光協会が「未
来につなごう！　桜植樹式」を開催しました。
　この日は、歴史文化アドバイザーや南保育園
の園児30人が参加し、ソメイヨシノの苗木を
植樹。参加した園児は「きれいな桜が咲いてほ
しい」と話してくれました。

▲植樹式参加者で記念撮影！
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t


